
ながさきけん希望大使
ふ く だ ひ と し

福田 人志さん

次に続く人へのメッセージ

これまで培ってきた素晴らしい人生の主人公
である、あなたが見てきたことを、そして今
見えている世界とこれからの思いを、素敵な
笑顔で伝えてください。

日々の暮らし 大使としての活動

今日は二人で馬車を楽しんで、
お馬さんと記念撮影。

壱行の歌のメッセージ展示会に向けて、
下絵を制作中です。少しペースが遅れ
てる💦 気持ちは画家かな？

勤務しているデイサービスで利用者さ
んのリハビリのお手伝いをしています。

私たち当事者同士が会える場所であり、
誰でも参加できる「峠の茶屋」が８年目
を向かえ、これからも皆と繋がりたい。
参加者のことを思いながらワクワク準
備中です。

佐世保市での、
本人ミーティング
案内用ポスターを
貼らせていただき
ました。やったー！

【きっかけ】
私たち当事者の思いや生き方を理解して、応援してサポートしてくださる
人が増えていくことを、心より感謝したいと思います。
皆さんとの繋がりを大切にしながら、暮らしやすい町になるように一緒に
進めていきたいと思いますので、これからもよろしくお願いたします。



ながさきけん希望大使
み ぞ か み ふ み の り

溝上 文徳さん

次に続く人へのメッセージ

認知症の⼈と家族の会からの勧めで。
同じ病気の⼈や家族の⽅に伝えれる
事があればと思って。
友⼈や家族、⻑崎県の関係者の⽅、
認知症の家族の会の⽅に⽀えられ元
気に過ごせてます。

⼤使になったきっかけや
活動を応援したり、援助してくれる仲間等

略歴と、⽇々の暮らし

・2021年の8⽉末まで⻑年建設業を⾃営。
・2019年3⽉、54歳で前頭側頭型認知症
と診断される。
・県の若年性認知症の集いに参加し、
⼀昨年には⻑崎⽂化放送の取材を受け、
ドキュメンタリー番組にも出演。
・Ｂ型作業所へ週に４、５⽇⾏っています。

同じ認知症でも、アルツハイマー型と前頭葉
側頭型とは症状の違いがあります。

本人も大事ですがそばに居る家族がストレス
をためない生活を送ることも大切です。

自分が体験したことをお話ししています

病気になった頃はぬり絵をしてま
した。
今は集いの時とか字を書いたりし

てます。一番できるのはカラオケ。



ながさきけん希望大使
か な い だ まさあき

金井田 正秋さん

次に続く人へのメッセージ

認知症は治る病気では無いので、認知症と闘う気力が有れば
認知症になっても自立した一人の人間で有り権利も有り当た
り前の生活をする権利も有ります。

隠れたり介護治療無しで日常生活廻りを気にしないで堂々と
行動して下さい。認知症も病気だから何も気落ちしないで
堂々と私のように「私は認知症です」と言って一度切りの人
生ですから、認知症それがどうした俺は俺だぞと堂々と行動
して下さい。

認知症と闘う気力・家族介護者が患者本人の認知症状を理解
出来れば、中核症状だけで周辺症状行動心理は落ち着き、認
知行動リハビリ療法等で私のように１４年間認知症は怖く無
く日常生活ができ、県内の患者家族会の皆さん達と仲良く意
見交換等して楽しい人生生活が出来ます。

２０１５年７月２日に診断されて６年になり、病状が悪化して寝室
生活が１ｹ月に成った時に、佐世保の患者家族会のはなみずき会
の代表の松尾さんの「講演をして見ませんか」の一言で私の人
生が変わりました。

４０日掛けて６年間の認知症状を日誌から書き出し「私は認知症
です」と題して各地の講演依頼会場に出掛けて、皆さん達と交
流していたら日に日に私の人生が変わり、認知症は怖く無く、９
年目には重度病状になりましたが、患者家族会との交流で堂々
と日常生活していたら、長崎県認知症本人大使赴任の依頼が有
り引き受けました。松浦・佐世保・諫早の患者家族会の代表者を
始め会員皆さん達から良く指導して戴いています。

⼤使になったきっかけや
活動を応援したり、援助してくれる仲間等

⽇々の暮らし

●診断されてから毎⽇６０分５キロ７千歩の
ウォーキング・家事農作業している
●３年⽬から松浦佐世保の認知症患者家族会
の集い等に参加している
●５年⽬から毎週１回すっきり健康教室に⾏って
いる
●６年⽬から講演依頼会場に出掛けて「私は認
知症です」と題して３０分講演している



ながさきけん希望大使

江濱 真司さん
次に続く人へのメッセージ

大使の中には、認知症に詳しい大使の方もい
らっしゃるので、そうした方から色々と教えて
もらうことができますので、安心です。

ながさきけん希望大使
た な か ゆたか

田中 豊さん
次に続く人へのメッセージ

私は50歳の時に、アルツハイマー型認知症と診断され
ました。

皆さんは認知症となると不安なイメージと思うでしょう
が、私もそうでしたが、進行すると聞かされましたが、周
りの人のフォローと会社の人たちの理解で自分らしく進
んでいいと言ってもらえて安心して暮らしています。

皆さんも希望を持って暮らしてください。

私の略歴

・⻑崎市内で勤務。
・2019年頃に若年性認知症と診断される。
・県の若年性認知症の集いに参加。
・職場が協⼒的で、ジョブコーチ⽀援も取り⼊れる
などしながら就労継続中。

会社から認知症⼤使になってみないかと⾔われ
て、認知症⼤使になりました。

⼤使になったきっかけや
活動を応援したり、援助してくれる仲間等

東⻑崎地域包括⽀援センターの⽅々の推薦と私が地
域で認知症の活動をしたいとの思いを組んでもらったの
がきっかけです。廣瀬⼤祐さん、会社の同僚など。

⼤使になったきっかけや
活動を応援したり、援助してくれる仲間等

私の略歴
・50歳頃に若年性アルツハイマー型認知症と診断される。
・⻑崎市の研修会や家族の会の交流会で講話をしてい
る。
・現在も就労継続中。
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